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も
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⑰応募用紙はこちらを切り取ってご使用ください。この応募用紙以外の応募は無効です。

昨年の大賞受賞作から金賞、銀賞、銅賞、アカデミック賞をご紹介します。
今年も傑作をお待ちしています。
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竺
「斜陽」

太宰治／新潮文庫
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この男が綴る言葉はなぜここまで心に
まとわりつくのだろう。そもそも「綴
る」という表現が間違いかもしれな
い。中原からは、ぼたぼたと言葉が滴
り落ちているようだ。粘り気のある言
葉たちが白紙にゆっくり泌みてい＜。
失恋や子どもの死など波乱万丈な30
年。中原中也という人間全てが詰まつ

た全詩集。中原にかかると「春」「サーカス」といった爽
やかで楽しげな言葉ですら実に悲しみを持たせ陰になっ
ている部分を引き出す。キレイな言葉をただキレイな言
葉で通過させない中原の感性こそが心にまとわりつくー

番の理由なのだ。 （北海道教育大学/KK)

慟？イ空．イ��=竺竺竺�;
ハヤカワ文庫SF

.... 

アンドロイドと人問の外見や内面、能
カが全く同じであるのなら、両者の遅
いはどこにあるのだろうか。人間と同
じように思考し、感情を持ち、人間と
意思疎通ができるアンドロイドを奴隷
として扱ったり、人間の都合で殺した
りするのは果たして正しいことなのだ
ろうか。この問題は一見すると、技術

の発展した未来世界の、人とアンドロイドの問でのみ成
立するものに見える。しかし、今硯在世界中で見られる差
別や衝突といった問題に通じるものでもあるのだ。あな
たが敵だと認識している相手をよく見てみよう。それは
あなたと同じように笑い、悲しみ、怒る人間に違いない
のだ。 （奈良女子大学／チカ）

尉

口
諒
恒

尉•

鴫；？は匹ビ9竺=�ヽまわし」

.... 
知的生きかた文庫

「あゆちゃん 、前より何だか優しく
なった気がする」

IIこの本を読んでから、言葉を意識して
使うようになった私に母はそう言っ
た。言葉や口調を変えただけで人柄ま
でも変わったような気がする。これは
本当のことだと私は思う。映画「マイ•
フェア・レディ」でも認められたよう

に、美しい言葉を話す人間は美しく見られるのだ。日本に
は先人が残した柔らかい、温かな言葉が那由他ほどあ
る。便利だがどこか貧しくなってしまった今の時代に、私
は生成りのようなこれらの言葉を使おうと思った。

（北海道大学／れもん）

11 

編 「「教養」とは何か」
雙阿部謹也／講談社現代新書

「教養のある大人になりたい」という
思いが私にはある。しかし、教養とは
一体何たるか、教養の定義とは何か、
それが分からないと教養を身に付ける
ための「正しい」努力ができないでは
ないか。教蓑は、知識と人格との2つ
から成る。知識の方については、本を
読めば知識は付けられる。しかし、人

格の陶冶については如何なる手段を取ればよいのだろう
か。そもそも人格とは何か。「やさしいので人格者」とい
う安直な定義で良いのだろうか。人格についての本も読
んでみよう。そう、これだ。1冊の本が、次の1冊へと専＜
のだ。 （早稲田大学／レオ）
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